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Micro Total Analysis Systems（μTAS）は，マイクロス
ケールの流体（マイクロ流体）現象を利用し，化学・生物学
的なサンプルの処理や分析などの一連の操作を行う総合的
な分析システムを指す。ラボオンチップ（Lab-on-a-Chip）

とも呼ばれるこの技術は，通常の研究室で行われる一連の
操作を微小なチップ中で行うことで，サンプル量や試薬量
の大幅な削減によるコスト削減や，サンプルの準備から検
出までを1チップに統合することによる自動化，微小ス
ケールで強く働く界面現象を利用した反応時間の短縮など
の効果を得られる。これまで，細胞や生体分子（DNAなど）

を対象としたさまざまなデバイスが提案され，化学・生物
基礎研究や創薬・医療，環境・エネルギー等の分野でブレー
クスルーを起こしている 1）。

2024年10月13日 か ら17日 に か け て，The 28th 
International Conference on Miniaturized Systems for 
Chemistry and Life Sciences - Micro-Total Analysis 
Systems（μTAS2024）が，カナダのモントリオールで開催
された。μTAS学会は，当該分野で最も活発な学会の1つ
であり，バイオセンサや医療診断から，再生医療やソフト
ロボティクスに至るまで，マイクロ流体現象を利用した多
岐にわたる研究・技術に関する国際学会である。本稿では，
μTAS2024における動向等について報告する。

μTAS2024にはアブストラクト提出時に査読があった
が，今年度の採択率は80％程度であった。採択された原稿
の内，開催国のカナダがトップの332件で，アメリカが
301件と続き，日本は153件で3番手につけた。参加者の総
数は1,320名であり，北アメリカ地域からの参加者が49％
と最多であった一方，モンゴルやパキスタン等，これまで
の会議ではあまり見かけなかった国からの参加者も増えた。

μTAS2024のプログラムは，10件程度のプレナリートー
クに加え，一般講演者によるオーラル発表とポスター発表
で構成される。一般講演の分野の比率に関して，診断技術
関連が19％，組織や生物関連が16％，センサや検出技術
が10％，加工技術関連が10％，流体素子技術関連が9％，
細胞やナノ粒子関連が9％，統合化技術が8％，医学や疾
病関連が7％，ウェアラブルデバイス関連が6％，環境と
農業，食品産業がそれぞれ5％，その他が1％であり，非
常に多岐にわたる発表が行われた。また，分野横断的な
“Artificial Intelligence in Microfluidics”というセッション
があり，機械学習によるデータ解析をμTASに応用する研

究が注目を集めた。
μTAS学会はすべてパラレルセッションであり，マイク

ロ流体現象の研究を行う研究者であれば，常に自身の研究
と関連性がある内容を聴講できるように工夫されている。
本稿では，筆者が聴講した中で特に興味深かった，ウェア
ラブルデバイスとマイクロ流体デバイスの融合に関する内
容について報告する。スマートウォッチなどに代表される
現在のウェアラブルデバイスは，温度や心拍数といった情
報は取得できるものの，汗や涙などの生体液の情報を取得
することは難しい。本学会では，この分野の権威である
John Rogers（Northwestern University）によるプレナリートー
クや“Wearables and Continuous Sensing”という一般講
演セッションを通して，生体液の取得が可能なウェアラブ
ルデバイスの最新成果や新たな応用が報告された。プレナ
リートークにおいてRogersは，汗を対象としたウェアラ
ブルデバイスの最新成果を報告した。一般的なマイクロ流
体デバイスとは異なり，ウェアラブルデバイスでは軽量性
やコンパクト性を担保するため流体駆動やセンシングのた
めの電源搭載が困難である。Rogers等は，汗の採取にマ
イクロ流路への毛管現象を活用し，貼り付けるだけで汗の
サンプリングが可能なシステムや，呈色反応を通した電源
レスのセンシングシステムを開発している 2）。上記のシス
テムの統合により，発汗量や塩分濃度測定から野外作業・
スポーツ時の状態や乳幼児の健康をモニタリングするデバ
イスの社会実装を進めている。ほかにも，中国清華大学の
Dahai Renのグループによる発表では，コンタクトレンズ
型の無線治療デバイスが報告された。経角膜電気刺激治療
は，眼の奥の神経細胞を活性化することで，網膜色素変性
症などの難治性の眼疾患に対する新たな治療法として期待
されているが，従来の医療機器は大きく角膜損傷などのリ
スクがあった。Ren等は，コンタクトレンズ型のデバイス
上にパターニングした回路に対して，磁気共鳴方式で給電
して刺激を行うデバイスを開発した。豚の眼球を使用した
実験において，提案デバイスで治療効果を得られることが
示唆された。

μTAS学会はすでに28回の開催実績があるが，新規参
入国が増え1000人以上が参加する活発な学会である。次
回のμTAS2025は，オセアニアで初めての開催となるオー
ストラリア，アデレードで，2025年11月2日から6日の
日程で開催される。ぜひ，日本からも引き続き積極的な参
加を期待したい。
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1．概要
米 国 化 学 工 学 会（American Institute of Chemical Engineers 

（AIChE））が主催する2024 AIChE Annual Meetingが以下の日程に

て開催された。

会期：2024年10月27日～31日

場所： San Diego Convention Center,  

Hilton San Diego Bayfront

SCEJメンバーは，AIChE会員価格で参加できるのが魅力であ

る。SCEJ事務局のとりまとめ情報によると，日本からの事前参加

申込数は50名程度とのことである（当日参加を含めると実際はも

う少し多かったと思われる）。口頭発表はConvention Centerおよ

びHiltonで， 企 業 展 示・ 大 学 展 示・ ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン は

Convention Centerでそれぞれ実施された。SCEJが関与するイベ

ントとして，下記2行事が開催された。

・ AIChE and Society of Chemical Engineers, Japan  

（SCEJ） Joint Session （10/28 （Tue） 12：30-15：00）

・ Japan （SCEJ） - Taiwan （TwIChE） Reception  

（10/28 （Tue） 19：30-21：30）

   

2．会場の様子
図1にAnnual Meeting会場の風景写真を示す。恒例のAIChEモ

ニュメント前では，連日，参加者らが写真撮影に訪れていた。

Convention Centerの展示ホールでは，広い会場であるにもかか

わらず，ポスターセッションの際には窮屈と感じるほど多くの参

加者が集まっていた。

   

3．AIChE�and�SCEJ�Joint�Session
これまでに，Separation DivisionとInterfacial Phenomena Division

においてJoint Sessionが開催されてきた。表1に2013年からの

Joint Session開催概要をまとめた。

Separation Divisionにおいては，G. Carta教授（ヴァージニア大

学）および山本修一教授（山口大学）を世話人として，2016年まで

ほぼ毎年Bio Separationを主題とするJoint Sessionが開催されて

☆米国化学工学会年会（2024 AIChE 
Annual Meeting, San Diego） 

に参加して☆

図1　2024�AIChE�Annual�Meeting会場の様子

表1　Joint�Session�開催概要

 開催年／
 開催地 セッション 世話人および発表件数

2013/
San 
Francisco

AIChE-SCEJ Joint 
Session：Bioseparations 
and Bionanotechnology

G. Carta （AIChE）
S. Yamamoto （SCEJ）
AIChE：4件，SCEJ：3件

AIChE-SCEJ Joint 
Session：Bio/Nano/
Interfacial Phenomena

P. Alexandridis （AIChE）
M. Goto （SCEJ）
AIChE：2件，SCEJ：4件

2014/
Atlanta

AIChE-SCEJ Joint 
Session：Bioseparations 
and Bionanotechnology

G. Carta （AIChE）
S. Yamamoto （SCEJ）
AIChE：2件，SCEJ：4件

2015/
Salt Lake 
City

AIChE-SCEJ Joint 
Session：Bioseparations 
and Bionanotechnology

G. Carta （AIChE）
S. Yamamoto （SCEJ）
AIChE：1件，SCEJ：5件

2016/
San 
Francisco

AIChE-SCEJ Joint 
Session：Bioseparations 
and Bionanotechnology

G. Carta （AIChE）
S. Yamamoto （SCEJ）
AIChE：3件，SCEJ：4件

AIChE and Society of 
Chemical Engineers, 
Japan （SCEJ） Joint 
Session in Bio/Nano/ 
Interfacial Phenomena I 
and II

P. Alexandridis （AIChE）
M. Goto （SCEJ）
H. Umakoshi （SCEJ）
AIChE：4件，SCEJ：8件

2020/
Virtual 

AIChE and Society of 
Chemical Engineers, 
Japan （SCEJ） Joint 
Session in Bio/Nano/ 
Interfacial Phenomena I 
and II 

P. Alexandridis （AIChE），
T.L. Kuhl （AIChE），
M. Goto （SCEJ），
H. Umakoshi （SCEJ）
AIChE：3件，SCEJ：3件

2024/
San Diego

Analysis, Design and 
Control of Nano/Bio/
Interfaces - AIChE and 
Society of Chemical 
Engineers, Japan （SCEJ） 
Joint Session

P. Alexandridis （AIChE）
H. Umakoshi （SCEJ），
K. Suga （SCEJ）
AIChE：3件，SCEJ：4件
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きた。

Interfacial Phenomena Divisionにおいては，およそ4年に1度

の周期で米国西海岸にて開催されるAIChE Annual Meetingに合

わせてJoint Sessionが企画されている。AIChE側はP. Alexandridis

教授（ニューヨーク州立大学バッファロー校）およびT. Kuhl教授

（カリフォルニア大学デービス校），SCEJ側は後藤雅宏教授（前副

会長，九州大学），馬越大教授（国際交流センター長／米国・カナ

ダ委員会，大阪大学）らがオーガナイザーを務めている。今回は

Analysis, Design and Control of Nano/Bio/Interfacesを主題とし

て，界面現象の制御を基軸としたより広範な界面プロセスに関す

る演題により構成された。図2に今年度の演題一覧および演者を

示す。なお，プログラムには掲載されていないが，訪米直前の旅

程でパスポート紛失し，AIChE Meetingに参加できなかった馬越

の代理として，SCEJ側のオーガナイザー（Co-chair）として菅恵嗣

准教授（東北大学）がOpening Remarksを行った。

図3にJoint Sessionの風景を示す。聴衆は米国，日本がほぼ半

分半分の割合であり，ピンポイントで講演を聴講する方もいれば，

始終熱心に講演を拝聴する方もいた。全原子分子動力学シミュレー

図2　AIChE-SCEJ�Joint�Sessionの構成

図3　Joint�Sessionの様子
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ションを用いた晶析現象のメカニズム，表面修飾ナノ粒子を用い

たがん光熱療法，脂質ベシクルの表面電荷の詳細解析，脂質膜を

介する物質透過機構，細胞サイズベシクル形成機構の詳細解析，

複数蛍光プローブを活用する脂質膜極性環境のモデル化，液液相

分離に誘起される脂質膜相分離など，発表内容は多岐にわたった。

最後に，Closing RemarksとしてAlexandridis教授による総括が

行われ，今後もAIChE-SECJの継続的な交流を期待したい，との

述べられて本セッションは終演を迎えた。

   

4．Japan�（SCEJ）�-�Taiwan�（TwIChE）�Reception
AIChE Annual Meetingでは，18：00以降には各大学やコミュ

ニティが主催するレセプションが各部屋で開催される。これまで，

SCEJは山本修一教授（北米委員会 前委員長，山口大）の仲介にて，

台 湾 化 学 工 程 学 会（Taiwan Institute of Chemical Engineers, 

TwIChE）との共同主催によるReceptionを開催してきた。残念な

がらコロナ禍で2020年以降は中止を余儀なくされてきたが，今回

は5年ぶりに開催できた。SCEJ側は馬越大教授，TwIChE側は

Bing-Hung Chen 教授（TwIChE 監事，National Cheng Kung 

University（国立成功大学））がオーガナイザーを務めた。

図4にReceptionの 風 景 を 示 す。 会 場 はHilton San Diego 

Bayfrontの4階に位置し，エスカレーターの目前という好立地の

影響もあり，ホワイエには開場前から多くの参加者が詰めかけて

いた。司会進行はChen教授ならびに杉山弘和教授（庶務理事，東

京大学）が務めた。主催者からのグリーティングとして，TwIChE

を 代 表 し てJeffery Chi-Sheng Wu教 授（ 前TwIChE常 務 理 事，

National Taiwan University（国立台湾大学））より，SCEJ代表とし

て松方正彦教授（前会長，早稲田大学）より，それぞれ一言ずつ挨

拶の言葉を賜った。続いて，加納学教授（前SIS部会長，京都大学）

による乾杯のご発声が執り行われた。今年度のReceptionには非

常に多くの来場者が訪問されたといえる（名簿集計では，少なくと

も180名程度）。内訳は半数以上が米国関係者であることから，日

米（もしくは台米）の交流が一層深まったことと思われる。用意さ

れた食事は瞬く間になくなってしまったが，会場には絶え間なく

人が出入りしていたのが印象的であった。図4の右下の写真は，

終盤まで会場に残っていたSCEJメンバーらで撮った記念写真で

ある。

5．おわりに
2016年にAIChEとSCEJの間でMOUが締結されて早や8年が経

過したが，本報告のとおり両ソサエティ間の交流は継続している。

AIChE Annual Meetingの発表申込時期は4月初旬であり，日本の

年会が終了した直後の時期にあたる。年会で手ごたえのあった研

究発表においては，国際会議での発表機会としてAIChE Annual 

Meetingへの参加をご検討いただきたい。冒頭で述べた通り，

SCEJ会員であればCoupon Codeを使用した割引料金で参加でき

る。次回，2025 AIChE Annual Meetingはボストンで開催予定で

あ る（November 2, 2025 to November 6, 2025/ John B. Hynes 

Veterans Memorial Convention Center, Marriott Copley Place, 

Sheraton Back Bay | Boston, MA）。

（東北大学 菅 恵嗣，大阪大学／化学工学会国際交流センター長・

米国カナダ委員会委員長 馬越 大）

図4　Japan�（SCEJ）�-�Taiwan�（TwIChE）�Receptionの様子
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きた。

Interfacial Phenomena Divisionにおいては，およそ4年に1度
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示す。なお，プログラムには掲載されていないが，訪米直前の旅

程でパスポート紛失し，AIChE Meetingに参加できなかった馬越
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最後に，Closing RemarksとしてAlexandridis教授による総括が

行われ，今後もAIChE-SECJの継続的な交流を期待したい，との

述べられて本セッションは終演を迎えた。
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AIChE Annual Meetingでは，18：00以降には各大学やコミュ
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University（国立成功大学））がオーガナイザーを務めた。

図4にReceptionの 風 景 を 示 す。 会 場 はHilton San Diego 

Bayfrontの4階に位置し，エスカレーターの目前という好立地の
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いた。司会進行はChen教授ならびに杉山弘和教授（庶務理事，東
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年会が終了した直後の時期にあたる。年会で手ごたえのあった研

究発表においては，国際会議での発表機会としてAIChE Annual 

Meetingへの参加をご検討いただきたい。冒頭で述べた通り，

SCEJ会員であればCoupon Codeを使用した割引料金で参加でき

る。次回，2025 AIChE Annual Meetingはボストンで開催予定で

あ る（November 2, 2025 to November 6, 2025/ John B. Hynes 

Veterans Memorial Convention Center, Marriott Copley Place, 

Sheraton Back Bay | Boston, MA）。

（東北大学 菅 恵嗣，大阪大学／化学工学会国際交流センター長・

米国カナダ委員会委員長 馬越 大）

図4　Japan�（SCEJ）�-�Taiwan�（TwIChE）�Receptionの様子
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